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Precursor-derived versus de novo carcinogenesis depends on lineage-specific mucin




















(DP-/PZ+)。 Group Cの胃壁形質を有する10/21例は完全胃要、 ll/21例は胃腸混合型であった.
完全胃型の4/10例がDP+/PZ+、 3/10例がDP+/PZ-, 3/10例がDP-/PZ-であり、胃腸混合型の



































膜下層剥離術(BSD)にて採聴された検体を、 Group A (低具軽度廉廉) 、 Group B (高異型虎腺膿
/痛論分化型腺癌) 、・ Group C (分化型腺病)に分類し、牌及び胃のマーカータンパクの免疫染色
を基に粘液形質の分類を行った。さらに、粘液形質の卑類と分化の海蝕・鹿痛の増殖との関連性
を糖亜し、以下の点を明らかにした..
l) Group Aの大部分は完全勝型形質を有するが、 Group Bの一部とGroup Cの多くは胃型形質
を有していた。
2)胃壁形質あるいは勝型形質を持つ膿痔には、それぞれ独自の権小柄変が存在していた。
3)胃壁形質を持つ腫抑ま胃腸抱合型を含め、腎型の分化の極性を有していた.
4)胃型系舟においては、粘膜内分化型腺癖はほとんどが血novoに発生した。
5)膿理系酸においては、低異型虎腺膿から高異型度腺膿へと堆属した。
本諭文は、早期分化型胃癌の弟生過轟に新しい知見を与阜たものであり.、最締故とし
て諭文内容に関連した拭間を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に肯するものと
藩められた。
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